2005年06月28日(一般信者地域教会訓練06月)
題名:小教理問答24問,25問,26問
聖書:ヘブル2:17

柳光洙牧師

聖書みことば(ヘブル2:17)

そういうわけで、神のことについて、あわれみ深い、忠実な大祭司となるため、主はすべての点で兄弟たちと同じようにならなければなりませんでした。それは民の罪のために、なだめがなされるためなのです。
→序論-キリストの職務

▲とても有名な聖書箇所です。今、地球上には多くの人々が困難にあっています。私たちは考えるほど感謝が出てこられなければなりません。病気、あるいは貧しさで苦しめられている人々が多いのです。今、ずっと起きている事故が'福音'がないからです。先週に起きた事件や犯罪は、福音がないからです。さらに重要なのは、教会に通う多くの人々が失敗しているのです。私たちに勝利できる確実な保障をくださった神様に感謝しています。
▲あまり席がないから苦労しているようです。一部では、首都圏と嶺湖南を分けてしなければならないのではないかと言います。問題は私の時間です。こういう光景を見る時、心より感謝が出てこなければなりません。今、世界でこのようなことはありません。より一層感謝なことは、私たちのレムナントが答えを受け始めています。私たちよりはるかに立派な方々が、子どもたちを変化させられずにいます。しかし、私たちは事実、福音だけ伝えただけなのに、学生たちが本当に答えを受けています。考えるほど感謝なことです。それで、私は感謝がない人を見る時、よく理解できません。寝て起きて考えても感謝で、朝、目を開いて祈っても、どれくらい感謝かわかりません。事実を本当に分かったら、感謝するしかありません。だから、この感謝がないということは、深刻な霊的な問題で、そうでなければ、救いの問題があるのではないか思います。
▲今日、小教理問答の中に、とても重要な24～26問ですが、総タイトルは"キリストの職務"です。

1.キリストの職務-王,預言者,祭司長

小教理問答第24問答

(問) キリストは、どのようにして預言者職を果たされますか。

(答) キリストが預言者職を果たされるのは、御自身の御言葉と御霊によって、私たちの救いのために神の御意志を私たちに啓示してくださることにおいてです。

(1)第24問-預言者

▲24問にキリストは、どのようにして預言者職を果たされますか。良い質問です。"キリストが…果たされる"となっています。
①みことば-今でもみことばで働いておられるのです。今日70人メッセージで'祈りの人'ミッションホーム・メッセージでは'みことばについて集まる所'で語りました。
②聖霊-今でも聖霊で働かれます。これを本当に信じたら、みわざが起きるでしょう。聖霊で今でも働いておられるのです。どれくらい正確な答かわかりません。
▲Ｉペテロ1:10-12,　"この救いについては、あなたがたに対する恵みについて預言した預言者たちも、熱心に尋ね、細かく調べました。彼らは、自分たちのうちにおられるキリストの御霊が、キリストの苦難とそれに続く栄光を前もってあかしされたとき、だれを、また、どのような時をさして言われたのかを調べたのです。"

▲それで真の預言者です。確かに今でも、みことばで働いておられるのです。そして、皆さんの中に皆さんと共に聖霊で働かれるのです。そして午後に話した通り、神様のみことばが毎日、毎週、成就したら、それは正確な信徒です。
牛料理問答第25問答

(問) "キリストは、どのようにして祭司職を果たされますか。"

(答) "キリストが祭司職を果たされるのは、神の正義を満足させて私たちを神に和解させるために、御自身をいけにえとしてただ一度ささげられたこと、また私たちのためにとりなし続けてくださることにおいてです。”
(2)25問-祭司

▲25問には," キリストは、どのようにして祭司職を果たされますか。"本当に良い質問です。その答が,"…御自身をいけにえとしてただ一度ささげられたこと、また私たちのためにとりなし続けてくださること"

①とりなし(ヘブル2:17) -今でもずっととりなしの役割を継続しておられるのです。

②和解-そして、私たちを神様に和解できるように、今でも働いておられると言われています。
③いけにえ-そして、神様の義を満足させる犠牲のいけにえの役割を、今でもなしておられると言われています。どれくらい驚くことでしょうか?
小教理問答第26問答

(問) "キリストは、どのようにして王職を果たされますか。"

(答) "キリストが王職を果たされるのは、私たちを御自身に従わせ、治め、守ってくださること、また御自身と私たちとのあらゆる敵を抑えて征服してくださることにおいてです。"
(3)26問-王

①服従

②治めること

③保護

④敵

▲26問には," キリストは、どのようにして王職を果たされますか。"答えは,"私たちをキリストに従わせるためだということです。今でも私たちを治めておられます(黙示2,3章)。今でも御座で、私たちを保護しておられるのです。敵を征服して、制御しておられます"すばらしい質問と返事です。使徒15:16には、事実、ダビデは失敗したのでうが、"この後、わたしは帰って来て、倒れたダビデの幕屋を建て直す。すなわち、廃墟と化した幕屋を建て直し、それを元どおりにする。"そうならば、私たちに問題があっても問題ではありません。私には多くの問題があったのですが、その問題が私に勝つことができませんでした。なぜなら、私たちにはこのような背景があるためです。
2.代わりに使命(Ｉペテロ2:9)

(1)王

(2)祭司

(3)預言者

▲神様は、聖徒たちに、私たちに、この職務を代わりに使命で与えられたのです。それがＩペテロ2:9です。"王である祭司。光を宣べ伝えるために呼んだ"ここに三つの単語がみな出てきました。'王である祭司で、光を宣べ伝えるために呼んだ'ということが、私たちにくださった職務です。
3.事実

▲それなら私たちに間違いない'使命'が一つあります。
(1)呪いの束縛(家)

▲福音を持った者たちが行く所には、すべての呪いが崩れるでしょう。これが祭司の職務です。

(2)サタン束縛(権威)

▲福音持った者が行く所には、サタンの勢力が縛られるでしょう。
(3)伝道、宣教(祝福)

▲福音を持った者が行く所には、すべての伝道の門が開くでしょう。
▲どうなのでしょうか? 私はこれ以上、さらにもらうことはないと思います。ここには全てのものがすべて入っています。それで、主は,"世の終わりまで、いつもあなたがたとともにいます"ところで、なぜだめなのでしょうか? もちろん神様の時刻表があるでしょう。もちろん神様の計画があるでしょう。それは見れば表に現れます。ヨセフの場合は13年間だめだったのですが、それには神様の計画が表に現れましたし、ダビデの場合も、だめなのではなく成就する過程ではないでしょうか?

▲ところでなぜだめなのでしょうか? "不信仰"です。今でも最後まで活動するサタンは、不信仰を活用するのです。これがサタンの通路です。"信仰"は聖霊が働かれる通路です。牧師を通して説教をする時、聖徒たちに信仰が生じなければなりません。いくら説教準備をよくしても、信仰が生じなければ、何の効果もありません。説教を準備しなくても、牧師夫人を通して聖徒たちに信仰ができなければなりません。大きい献身をしなくても、長老が祈るのに、信仰が生じなければならないのです。マタイ25:41イエス様が再臨して完全にサタンを縛るまでは、そうです。それで信仰を強調するのです。必ず記憶しなければなりません。言わば、私たちのタラッパンメッセージだから、一緒にして扱います。今日の質問は聖書の核だと言えるでしょう。
▲この三つを解決されたキリストが、その祝福を私たちにくださったのです。ここでいくつか確かめて行かなければなりません。皆さん1人のゆえに、皆さんの家のすべての呪いが崩れなければなりません。すべての地域にみわざが起きるのが権威です。そして、私たちを通して世界福音化が成し遂げられるでしょう。これを信じなければなりません。ところで、普通、牧師や聖徒たちが集まった現場に行ってみれば、とても不信仰が多いのです。それでは、実際に負けるのです。それで今晩に本当にサタンをうち砕く祈りをしなければならないのです。ある人が、おもしろい話をしました。昔にとても雨が降らなくて、信徒がみな祈りに山に行くのに、小さな子どもが傘を持って行くと、大人たちが,"雨も降らないのに、なぜ傘を持って行くのか?"と言ったところ、この子が,"降りてくる時、雨が降るからです"と言ったということです。これくらい大人たちは、不信仰をするということではないでしょうか? 私たちが実際になれば、信じないのです。小さな問題だけできても、完全に不信仰になります。特に人間関係の問題で、不信仰に陥るのです。何でもないことのようですが、積もれば、大きな問題がきます。しかし、私たちの信仰がどんどん積もれば、奇跡が起こるのです。不信仰は話を聞けば説得力があります。しかし、信仰はそうではありません。12人の斥候の報告を見て下さい。シュアとカレブは,"彼らは私たちのえじきだ"おかしな話ではないでしょうか? 行ってみることもせず"えじきだ。その土地は、神様が私たちに与えられた。そこは乳と蜜が流れる土地だ"このように不信仰者の話がはるかに正しいのです。教会も会議をしてみれば、信仰が良くない者の話がさらに正しいのです。しかし、それは間違っているのです。もう少し詳しく見ましょう。'紅海を渡ってヨルダンを渡って、エリコを倒したヘブル民族がくる。彼らが故郷を訪れてくるのに、私たちはどのようにすれば良いのか?' 心がしなえていました。心がしなえれば、ひとまず動くことができないということです。これをヨシュアとカレブが見たのです。どれがより事実でしょうか? 信仰を持とうとするなら、霊的な目が開かなければなりません。ヨセフがどれくらいくやしいことに出会ったでしょうか? 未信者の立場で見れば、ヨセフは失敗したのです。しかし、そうではありません。ヨセフは、そのことが神様の計画を成し遂げることであると確信していました。それが信仰です。私たちのレムナントが、必ず記憶しなければなりません。皆さんの良くない環境が、全部、祝福の背景です。パウロは"私を強くしてくださる方にあって、どんなことでもできるのです"と言いました。その言葉は、刑務所の中でも良いという言葉です。それで、信仰の中に入りなさいというのです。不信仰を度々すれば、皆さんのからだに虫がいっぱいつくとすればどうでしょうか? ぞっとするでしょう。それよりさらに怖いのが不信仰です。ガン細胞よりはるかに怖いのがサタンです。だから、霊的な目が開かれた人は、人間中心主義を使えといっても使いません。私たちが信仰を持って祈る時、主の聖霊が働かれると確かにおっしゃられました。ヨハネ14:26を見れば,"わたしの名前で送る聖霊が…"今日、信仰を回復するように願います。中にある多くの不信仰を、完全にうち砕いてしまうように願います。
4.結論:不信仰-サタンの通路,信仰(聖霊)

▲それでは、どんな信仰ならば良いのでしょうか? この間、5つのことを紹介したのですが、この中に入るように願います。
(1)完全福音-目

▲完全福音です。この中に入れば勝利します。私たちはすでに創世記3章を知っています。すべての事件、すべてのこと、すべての人を見るのを福音の目で見ましょう。キム一等兵(殺人者ユ・ヨンチョル)を福音の目で見ましょう。その人が、完全にサタンに捕われたのです。皆さんが何を持ってがっかりしているのでしょうか?  それが完全にサタンの戦略です。何のために涙が出るのでしょうか? それが完全にサタンの戦略です。皆さんが福音を伝えられないで涙が出なければなりません。その他には涙が出たらだめです。記憶しなければなりません。完全福音に入りましょう。そうすれば勝利します。
▲私自身を見ても福音で見るべきです。'私はなぜこうしているのか? 'といってがっかりして、いらいらするようになるのです。'私はなぜ善を行えずに、悪だけ出てくるのか?'キリスト・イエスをくださった神様に感謝するということが福音です。教会の役員会も、はやく福音でしなければなりません。しかし、役員会を見れば、律法主義、人間中心主義を行うので、サタンがおもちゃだと思うのです。
▲皆さんが教会学校の働きをしても、福音でしましょう。何でもそうです。福音の目を持った青年一人だけいても、その将校はそんなこと（軍隊での発砲死傷事件）にならなかったでしょう。ここで出てくるのが'福音の切なる思い'です。私は教会員に、この話を継続してします。この福音を伝えられないように、何でもみな防がれています。幸いに、私の前に開いている戦闘現場があります。それがインターネットです。そこで戦うのです。ものすごいのです。それを分かれば、教会が知ってはやく進行させていかなければなりません。何でも福音の目で見なければならない。

▲タラッパン・メンバーには、創世記3章を知らない人がどこにいるでしょうか? すでに伝道するとは思わない人が誰もいません。子どもたちも、みな伝道します。小学校2年生が子どもを連れてきて,"先生、子どもにちょっと受け入れさせて下さい。いくら話しても聞かないです"と言ったそうです。もう目だけ開かれれば良いのです。完全福音に入りましょう! 理解できるでしょうか? 皆さんにある悩みは何でしょうか? 福音の目で見ることを望みます(敵、信徒間の葛藤)直ちに祈りが出てくるでしょう。それが勝利の道です。

▲私は全く力がないのですが、これを一つ捕まえて、全てのもので勝利しました。私はむしろ時間がとてもはやくすぎて、いらいらすることがもっと増えました。一つだけ変化したのです。'福音で変化した目'これが私の力でなく、神様の恵みです。私たちが福音の目を開かれなければなりません。それで、全部、解釈が変わるのです。すぐ答えが出てきます。その程度でなく、霊的問題がすぐ崩れるのです。皆さんがどれくらい重要でしょうか?

(2)完全祈り-味わうこと

▲それなら、この福音を完全に味わわなければなりません。それが完全祈りです。この福音を味わうべきで、この福音の中に完全に入るのが祈りです。
(3)完全伝道-伝達

▲こうなれば、どんな目が開かれるのでしょうか? これを知らない人に、特にレムナントたちに伝達しなければならないのです。それで完全伝道と言います。
(4)完全献身-命

▲これは命をかける価値があります。'完全献身'(命)葛藤ができる程、教会でだめなのも暗闇の勢力です。"イエスの御名で…"どれくらい神様が感謝されているでしょうか? 目だけ開かれれば、伝道する伝道者になっています。イエスの御名を呼ぶという理由で、神様は私を祝福されました。
(5)完全栄光-感謝
▲どれくらい感謝でしょうか。'神様に完全栄光"これから私たちが受ける祝福が見られるのですが、ものすごいのです。すべての栄光を神様に。この祝福を受けなければなりません。

(The end)
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